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バージョン・ヒストリー  

 

HALion String Edition 2.2.2.1400 pre-release  
 
本バージョンは可能な限り早くユーザーの皆様により良い状態の製品を使って頂くために、必要最小限の品質チェックだけを行

なってリリースしているプリリミナリー・バージョンです。スタインバーグによるシビアな動作チェックは行なっておりません

が安定性、信頼性は確保しています。しかしながら正式なバージョンが発表されるまではサポート対象外とさせて頂きますので、

予めご了承頂いた上でご使用くださいますようお願い申し上げます。 

 
改善点：  

 

 •  キーボード：使用しているキー・レンジ（Metatrigg）が見やすくなりました。 

 •  HSBレベルでカテゴリがフィルターできるようになりました。 

  - スロットでカテゴリ・フィルタを使用していると適合するプログラムを含まないHSBファイルは表示しないように 

できます。   

 •  ロード時間が短くなりました。 

 •  HALion String Edition 2 PlayerがHALion Symphonic Orchestraコンテンツの読み込みが行なえるようになりま 

 した（バックワード・コンパチビリティ）。* HALion Symphonic Orchestraのライセンス情報がSteinberg Keyに

入っている必要がございます。 

 
修正点：  

 

 • 「Use included Root Keys」が有効になっているとインポートしたサンプルの鍵盤へのマッピングが正しく行なわれ 

 ない問題を修正しました。 

 •  プロジェクトへのロード、またはバンク（.fxb）のロード時にセンド・エフェクトが正しく読み込まれない問題を修正しました。 

 •  ベロシティ・クロスフェードを使用したプログラム（.fxp）をロードするときにクラッシュする問題を修正しました。 

 •  エフェクト、および現在と異なるアウトプット・コンフィギュレーションのバンク（.fxb）をロードするときにクラ 

 ッシュする問題を修正しました。 

 •  Mac OS X：新しいプログラムに変更する時、または「Clear All」を実行時にクラッシュしてしまう問題を修正しました。 

 •  Logic 7.2でのアウトプットの取り扱いが修正されました。 

 •  Digital Performer（AU & ReWire）の互換性が向上しました。 

   

 
 

HALion String Edition 2.0.2 

 
改善点：  

 

 •  メモリ・マネージメントの最適化によって、大量のサンプル、プログラム、バンクのロード時間が短くなりました。 

  - メモリ内容の移動が少なくなりました。（再アロケーションが少なくなりました。） 

 - ボリュームの変更を小数点単位で行なえるようになりました。 

 
 
修正点：  

 

 •  サンプルがループ設定を含んでいたり、スタート・ループがスタート・オフセットと同じ値に設定されている場合に 

  HALion String Edition 2がより多くのメモリを要求してしまう問題を修正しました。 

 •  起動時間が短くなりました。 

 •   Mac OS X：起動時にプリファレンス・ファイルが壊れることでクラッシュする問題が修正されました。 
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HALion String Edition 2.0.1 
 

修正点：  

 

 • その他 

 -  Mac OS X：AU版使用時にプログラムリストを表示させたままでHALion String Edition Playerを終了するとク 

ラッシュする問題を修正しました。 

  -  Mac OS X：AU版で時々ディスク・ストリーミングが機能しなくなる問題を修正しました。 

 
 

イシュー＆ソリューション：  

 

 • Alternate機能を使用しているプログラムとRAMSave機能の問題を修正しました。 

 • Mac OS X：AUホストと使用している場合に、開こうとするプロジェクトでHALion Player OEMを使用していて、 

 なおかつHALion Player OEMが開いた状態だと、HALion Player OEMのGUIが正しく表示されません。この場合は

HALion Player OEMの画面を一度閉じて、再度開いてみてください。 

 • Mac OS X：AU版はLogic 5.5.1とはご使用頂くことができません。Logic 7.xをご使用ください。 

 • Windows：スタンドアローン版でデバイス・コントロール・パネルでバッファ・サイズを変更後にMIDI情報を受信しな 

 くなる場合はHALion Player OEMを一度リスタートしてください 

 • Cubase SX、Cubase SL、NuendoはHALion Player OEMのプログラムリスト、またはGLOBALページからプロ 

 グラムの割り当てを受信しない場合は、HALion Player OEM側で割り当てる前にホスト側のインスペクターでプログ

ラム変更を行なってください。 

 • ホストアプリケーション側のプラグイン管理機能の制限により、HALion Player OEMの起動数により出力数が制限さ 

 れる場合があります。 

 • DXi：SONARの「Bounce to Tracks」機能を使用している時に音が急に途切れたりMIDI情報の欠落が確認できる時 

 は「FastBounce」オプションを無効にしてください。 

 • Cubaseでノートがなり続ける現象がある時は、「Reset on Stop」オプションを有効にしてください。 

 


